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デベロッパは、Appleがデベロッパに提供する本別紙2にクリックして同意することで、Appleが、デベロッパとAppleとの間で現在効力
を有するApple Developer Program License Agreement（以下、「本契約」といいます）を修正し、本契約に本別紙2を追加する
（既存の別紙2がある場合は置き換える）ことに同意したものとみなされます。本契約において別段の定めがある場合を除き、（英文で）
大文字で始まる用語は、すべて本契約で定められている意味を有するものとします。  
  
別紙2  
  
1．  代理人およびコミッショナーの指名  
  
1.1 デベロッパは、本契約により、AppleおよびAppleの子会社（以下「Apple」と総称します）を、(i) 本別紙2に対する添付書類
A第1条に列挙する地域（変更されることがあります）に所在するエンドユーザーに対するデベロッパのライセンスアプリケーションの販
売および配布のためのデベロッパの代理人として、かつ、(ii) 本別紙2に対する添付書類A第2条に列挙する地域（変更されることがあ
ります）に所在するエンドユーザーに対するデベロッパのライセンスアプリケーションの販売および配布のためのデベロッパのコミッショ
ナーとして、配布期間中、指名するものとします。デベロッパが選択できるApp Storeの地域の最新のリストは、App Store Connect
ツールにおいて定められなければならず、かつ、Appleによって随時アップデートされることがあるものとします。デベロッパは、Apple
が、1つ以上のApp Storeを通じて、デベロッパのために、デベロッパに代わり、ライセンスアプリケーションを販売し、かつエンドユーザ
ーがライセンスアプリケーションをダウンロードできるようにすることを認めるものとします。本別紙2において、以下の定義が適用され
ます。  
  
(a) 「デベロッパ」には、デベロッパがデベロッパを代理してライセンスアプリケーションおよび関連するメタデータを提出する権
限を付与したApp Store Connectユーザーが含まれます。  
  
(b) 「エンドユーザー」には、個人の購入者、ファミリー共有、または故人アカウント管理連絡先経由で購入者のアカウントと関連付
けられた適格のユーザーが含まれます。組織の顧客の場合、「エンドユーザー」とは、組織の購入者によりライセンスアプリケーションの
使用を許された個人、共有デバイス上へのインストールの管理に責任を負う当該組織の管理者、ならびにAppleが承認した教育機関
で、その従業員、代理人、関連会社に使用させるためにライセンスアプリケーションを入手した機関を含む、認定された組織の購入者自
身をいいます。  
  
(c) 本別紙2において、「ライセンスアプリケーション」という用語は、ソフトウェアアプリケーション内で提供されるコンテンツ、機
能、拡張機能、スタンプ、またはサービスを含むものとします。  
  
1.2 本別紙2の第1.1条に基づくAppleの指名に基づき、デベロッパはAppleに対して以下の各号のすべてを許可し、指示するも
のとします。  
  
(a) App Store Connectツールで特定された地域に所在する、デベロッパにより特定されたエンドユーザーに対して、デベロッ
パに代わってライセンスアプリケーションを販売、勧誘、および受注すること。  
  
(b) ライセンスアプリケーションの保存およびエンドユーザーによるアクセスのため、ならびにその他Appleによりライセンス付与
または許諾された限りにおいて、第三者が当該ライセンスアプリケーションをホスティングできるようにするために、本契約の条件に従
い、デベロッパにホスティングサービスを提供すること。  
  
(c) セキュリティソリューションおよびその他本契約で特定された最適化の追加を含め、エンドユーザーが取得およびダウンロー
ドするために、ライセンスアプリケーションのコピーの作成、フォーマット、およびその他の準備を行うこと。  
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(d) 1つか複数のApp Storeを介して、エンドユーザーが、デベロッパが開発した当該ライセンスアプリケーション、ライセンスアプ
リケーション情報、および関連するメタデータを取得し、電子的にダウンロードできるように、エンドユーザーが、ライセンスアプリケーシ
ョンのコピーにアクセスおよび再アクセスすることを許可すること、または、特定のボリュームコンテンツ購入の国外移転の場合には、エ
ンドユーザーがそうできるように調整すること。デベロッパは、本別紙2に基づき、以下の場合にデベロッパのライセンスアプリケーショ
ンの配布を許諾するものとします。(i) ファミリー共有経由で家族のほかのメンバーと関連付けられた個人のアカウントがライセンスア
プリケーションを購入し、複数のエンドユーザーが使用する場合（App Store Connectツールで示されているデベロッパの選択に応じ
て、本別紙2を締結する前に行われた購入を含みます）、(ii) デベロッパのライセンスアプリケーションにアクセスするために、および
https://support.apple.com/kb/HT212360に記載の通り、iCloudに保存された関連する情報とメタデータにアクセスするため
に、エンドユーザーの適格の故人アカウント管理連絡先によって使用される場合、ならびに、(iii) 単一の組織の顧客がボリュームコンテ
ンツサービスを介して、所属するエンドユーザーが利用できるようにライセンスアプリケーションを購入する場合、または、ボリュームコン
テンツ規約、条項、およびプログラム要件に従い、その組織の顧客が所有または管理する、Apple IDと関連付けられていないデバイス
にインストールするためにライセンスアプリケーションを購入する場合。  
  
(e) エンドユーザーが支払うべきライセンスアプリケーションの購入価格に対して請求書を発行すること。  
  
(f) デベロッパが宣伝目的で使用する権利を有さず、かつ、本別紙2の第2.1条に基づき、デベロッパがAppleに当該ライセンス
アプリケーションを配布したときに、デベロッパが書面で特定したライセンスアプリケーション、商標、もしくはロゴ、またはライセンスア
プリケーション情報の該当部分を除き、宣伝目的で、マーケティング資料およびギフトカードにおいて、および車両ディスプレイに関して、
(i) ライセンスアプリケーションのスクリーンショット、プレビューまたは30秒までの抜粋、(ii) ライセンスアプリケーションに関連する商標
およびロゴ、ならびに(iii) ライセンスアプリケーション情報を使用すること。さらに、宣伝目的で、マーケティング資料およびギフトカード
において、ならびに車両ディスプレイに関して、Appleの合理的な要請時に、デベロッパが、Appleに提供することがある画像およびそ
の他の素材を使用すること。 
  
(g) その他、ライセンスアプリケーション、ライセンスアプリケーション情報、および本別紙2に基づき、ライセンスアプリケーション
の販売および配布時に、合理的に必要となる関連資料を使用すること。デベロッパは、本別紙2の1.2項で定める権利に関し、使用料そ
の他一切の支払いがなされないことについて同意するものとします。  
  
(h) 本契約、可用性、および随時App Store Connectツールにおいてアップデートされるその他のプログラム要件に基づき、デベ
ロッパが指定したエンドユーザーへのデベロッパのライセンスアプリケーションのプレリリース版（ベータ版テスト）の配布を促進すること。
かかるベータ版テストの目的で、デベロッパは、かかるデベロッパのライセンスアプリケーションのプレリリース版の配布およびダウンロー
ドに関する販売金額、収益、またはその他の報酬を徴収するあらゆる権利を放棄するものとします。さらに、デベロッパは、デベロッパのプ
レリリース版ライセンスアプリケーションの配布およびユーザーに関するあらゆる使用料の支払いまたはその他の第三者に対する支払
い、ならびにかかるベータ版テストが行われる地域のあらゆる法令の遵守について、デベロッパが継続的に責任を負うことについて、同
意するものとします。疑義を避けるため、かかる配布に関し、Appleに対していかなる手数料も支払う義務を負いません。  
  
1.3 両当事者は、本別紙2に基づくその関係が、添付書類A第1項および添付書類A第2項でそれぞれ定める通り、場合により、本
人および代理人、または本人およびコミッショナーであること、ならびに、本別紙2で定める通り、デベロッパが、本人として、ライセンスア
プリケーションに関与または関連するあらゆる債権債務につき、単独で責任を負うことを認め、これに同意するものとします。両当事者
は、本別紙2に基づく、デベロッパによる、場合によりデベロッパの代理人またはコミッショナーとしての、Appleの指名は、非独占的な
ものであることを認め、これに同意するものとします。デベロッパは、本書において、デベロッパのライセンスアプリケーションを配布す
るために、AppleおよびApple子会社をデベロッパの全世界における代理人またはコミッショナーに選任するために必要な権利をデ
ベロッパが所有または管理していること、ならびに、AppleおよびApple子会社によるかかる選任の履行がいかなる第三者の権利に
も違反または侵害しないことを、表明および保証するものとします。  
  
1.4 本別紙2に関して、「配布期間」とは、本契約の発効日から開始する期間をいうものとし、本契約またはその更新版の最終日を
もって失効する期間をいいます。ただし、デベロッパの代理人およびコミッショナーとしてのAppleの指名は、本契約の終結後も30日
を超えない合理的なフェーズアウト期間中、有効に存続し、さらに、デベロッパが本別紙2の第5.1条および第7.2条に基づき別段の意
思表示をしない限り、デベロッパのエンドユーザーに関してのみ、本別紙2の第1.2条(b)項、同(c)項および同(d)項は、本契約の解除ま
たは期間満了後も有効に存続します。  
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2．  Appleへのライセンスアプリケーションの配信  
  
2.1 デベロッパは、App Store Connectツールまたはその他のAppleが提供するメカニズムを使用して、Appleに対してライ
センスアプリケーション、ライセンスアプリケーション情報ならびに関連メタデータを、本別紙2に基づきエンドユーザーからライセンスア
プリケーションの配布を要求されているようにAppleが指定するフォーマットで、自己の負担をもって配信するものとします。本別紙2に
基づきデベロッパがAppleに提供するメタデータは、以下の各号すべてを含むものとします。(i) 各ライセンスアプリケーションのタイト
ルおよびバージョン番号、(ii) エンドユーザーの当該ライセンスアプリケーションのダウンロードをAppleが可能にするようデベロッパが
希望し、指定する地域、(iii) あらゆる著作権その他知的財産権の告知、(iv) デベロッパのプライバシーポリシー、(v) 該当する場合、本別
紙2第4.2条に基づくデベロッパのエンドユーザー使用許諾契約（EULA）、ならびに、(vi) Appleブランドハードウェア上のコンテンツ
の検索および開示を拡張するために指定されるメタデータを含む、随時アップデートされ得るドキュメント、またはApp Store 
Connectツールで定める追加メタデータ。  
  
2.2 すべてのライセンスアプリケーションは、Secure FTPサイトアドレスのサイトのソフトウェアツール、または、Appleが指定す
るその他の配信方法を使用してデベロッパからAppleに配信されるものとします。  
  
2.3 デベロッパは、本別紙2に基づきデベロッパがAppleに配信するすべてのライセンスアプリケーションが、あらゆる適用法令
の条件に従い、米国から添付書類Aに列挙する各地域へ輸出することが許可されていることを保証するものとします。かかる適用法令
には米国輸出管理規則15 C.F.R. Parts 730-774が含まれますが、これらに限定されません。さらに、デベロッパは、デベロッパが
Appleに配信するライセンスアプリケーションのすべてのバージョンが、国際武器取引規則22 C.F.R. Parts 120-130の対象になって
いないこと、および軍事活動または軍事関連のエンドユーザー向けに設計、構築、改変、または構成されていないことを表明し、保証す
るものとします。本第2.3条の一般性を制限することなく、デベロッパは、(i) いかなるライセンスアプリケーションも、いかなるデータ暗
号化もしくは暗号機能も含まず、それらを使用せず、またはそれらをサポートしておらず、または (ii) いずれかのライセンスアプリケー
ションが、かかるデータ暗号化もしくは暗号機能を含み、それらを使用し、またはそれらをサポートしている場合、デベロッパは、デベロ
ッパが米国輸出管理令を遵守していることを証明するものとし、かつ、必要に応じて、米国商務省産業安全保障局（以下「BIS」といいま
す）が発行する輸出規制分類番号（CCATS）、またはBISに提出する自己分類報告書、および当該ライセンスアプリケーションに関する
輸入許可を要求するその他の地域からの適切な許認可を保有し、かつ、要請に応じて、これらのPDFコピーをAppleに提供するものと
します。デベロッパは、本別紙2に基づくライセンスアプリケーションにエンドユーザーがアクセスしたり、ダウンロードしたりできるよう
定める第2.3条のデベロッパの証明をAppleが信頼していることを認めるものとします。本第2.3条の定める以外の事項について、
Appleは、本別紙2に基づくライセンスアプリケーションへのエンドユーザーのアクセスならびにダウンロードを可能にする輸出行政規
則の条件に適合することに責任を有するものとします。  
  
2.4  デベロッパは、その地域の各場所についてデベロッパのライセンスアプリケーション内で提供されたあらゆるビデオ、テレビ、
ゲーム、またはほかのコンテンツに対して適用される政府の規制、評価委員会、サービス、またはほかの組織（以下、それぞれを「評価委
員会」といいます）が要求するあらゆる年齢評価またはペアレンタルアドバイザリーサービスを決定し実装する責任を負うものとします。
該当する場合、デベロッパはまた、エンドユーザーがデベロッパのライセンスアプリケーション中の、成人向けまたはほかの規制されたコ
ンテンツにアクセスできるようにする前に、コンテンツ制限ツールまたは年齢認証機能を提供する責任を有するものとします。  
  
3．  エンドユーザーへのライセンスアプリケーションの配信  
  
3.1 デベロッパは、Appleが、デベロッパの代理人またはコミッショナーとして行為する過程において、デベロッパを代理して、ライ
センスアプリケーションのホスティングを行うこと、または本別紙1の第1.2(b)項に従って第三者にホスティングを許諾できるようにする
こと、および当該ライセンスアプリケーションのエンドユーザーによるダウンロードの許可をすることを認め、これに同意するものとしま
す。ただし、In-App Purchase APIを使用してデベロッパが販売したコンテンツまたはサービスのホスティングおよび配信について
は、ライセンスアプリケーション自体に含まれるコンテンツ（つまり、App内課金でロックが解除されるだけのコンテンツ）または本契約
の付属書2の第3.3条に基づきAppleがホスティングするコンテンツを除き、デベロッパが責任を負担するものとします。すべてのライ
センスアプリケーションは、App Store Connectツールに定められ、Appleにより随時アップデートされることがある価格表から、デベ
ロッパの自由裁量により、1つの価格帯に設定される、デベロッパが指定した価格で、Appleがデベロッパを代理してエンドユーザーに
販売するものとします。また、デベロッパは、App Store Connectで選択することにより、認定された組織の顧客に対してデベロッパ
が設定した価格帯から50%割引でライセンスアプリケーションを販売するようAppleに指示することができます。デベロッパは、App 
Store Connectツールを通じて定められ、随時アップデートされることがある価格表に従って、あらゆるライセンスアプリケーションの
価格帯を、デベロッパの裁量で、いつでも変更することができます。Appleは、デベロッパの代理人またはコミッショナーとして、本別紙2
に基づいてエンドユーザーが入手したライセンスアプリケーションについて、かかるエンドユーザーが支払うべきすべての価格を徴収す
る責任を単独で負います。  
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3.2 エンドユーザーへのライセンスアプリケーションの販売または配布が、適用法令に基づいて売上税、使用税、物品サービス税、
付加価値税、通信事業税、その他の類似する税金または賦課金の対象となる場合、エンドユーザーへのライセンスアプリケーションの販
売に関する当該税金の徴収および納付の責任は、App Store Connectサイト経由で随時アップデートされる、本別紙2に対する添付
書類Bに従って決定されるものとします。デベロッパは、App Store Connectサイトを通じて随時アップデートされる可能性がある、ラ
イセンスアプリケーションに関する税金を分類するために正確な情報を選択および維持することに、単独で責任を負うものとします。こ
れらの税分類は、ライセンスアプリケーションの販売および配布に適用されます。デベロッパがライセンスアプリケーションの税分類に
関して行った調整は、Appleが合理的な期間内に調整を処理した後、その後のライセンスアプリケーションの販売に対して適用されま
す。デベロッパがライセンスアプリケーションの税分類に関して行った調整は、Appleが調整を処理する前に発生したライセンスアプリ
ケーションの販売に対しては適用されません。  
  
デベロッパによるライセンスアプリケーションの税分類がいずれかの税務当局によって不正確であるとみなされた場合、デベロッパは、
かかる税の処理および結果について単独で責任を負うものとします。Appleが、合理的な裁量で、デベロッパによるライセンスアプリケ
ーションの税分類を不正確であると判断した場合、Appleは、デベロッパが当該税分類を修正するまで、デベロッパに支払うべき金額を
信託金額として保持する権利を留保します。デベロッパが税分類を修正した後、Appleは、分類の不正確さに起因する罰金および利息
を差し引き、Appleがデベロッパのために信託保持している残りの金額を、本別紙2の規定に従い、利息なしでデベロッパに送金しま
す。デベロッパは、売上税、使用税、物品サービス税、付加価値税、通信事業税、その他の税金または賦課金、ならびにそれらに関する罰
金または利息の過少納付または過剰納付に対するあらゆる税務当局からの一切の請求について、Appleを補償し、損害を被らせない
ものとします。  
  
3.3 当事者各自の税務上の遵守義務を励行するために、Appleは、特に (i) デベロッパの居住地域、および (ii) ライセンスアプリ
ケーションにアクセスできるようにすることをAppleに対して希望する地域としてデベロッパが指定した地域に応じて、デベロッパが本
別紙2の添付書類CまたはApp Store Connectに列挙する要件を遵守することを求めます。本別紙2に対する添付書類Cで求められ
ている税務文書をデベロッパがAppleに提供する前に、Appleがデベロッパのライセンスアプリケーションの購入価格に対応する金額
を徴収した場合、Appleは、その金額をデベロッパに送金せず、求められている税務文書をデベロッパがAppleに提供するときまで、デ
ベロッパのためにその金額を保持する判断を下すことができるものとします。Appleは、本第3.3条に基づき本別紙2の定めに従って、
求められているすべての税務文書をデベロッパから受け取った時点で、Appleがデベロッパのために保持していたすべての金額を利息
なしでデベロッパに送金するものとします。  
  
3.4 Appleは、本別紙2に基づくデベロッパの代理人またはコミッショナーとしてのAppleのサービスに対する対価として、以下の
手数料を受け取る権利を有するものとします。  
  
(a) ライセンスアプリケーションをエンドユーザーに販売する場合、Appleは、各エンドユーザーが支払うすべての価格の30%に
相当する手数料を受け取る権利を有するものとします。サブスクリプショングループ（以下に定義）内の有料サブスクリプションサービス
の利用が1年間を超えた顧客によって行われた自動更新サブスクリプション購入についてのみ、Appleは、保持猶予期間または更改延
長期間にかかわらず、以降の更新ごとに各エンドユーザーが支払うべきすべての価格の15%に相当する手数料を受け取る権利を有す
るものとします。保持猶予期間とは、顧客のサブスクリプションが（たとえば、解約または不払いなどの理由により）終了してから同じサ
ブスクリプショングループ内の新しいサブスクリプションが開始されるまでの期間を指します。ただし、この期間は60日間を超えないも
のとし、変更されることがあるものとします。更改延長期間とは、顧客のサブスクリプションの更改日を、追加の費用なく延長する期間を
指します。本第3.4条(a)項に基づきAppleが受け取る権利を有している手数料の決定において、エンドユーザーが支払うべき価格は、
本別紙2の第3.2条に定める、徴収されるあらゆる税金を差し引いた後の価格とします。 
  
(b) App Storeスモールビジネスプログラム。AppleによりApp Storeスモールビジネスプログラムに認定および承認されたデ
ベロッパに関しては、Appleは、App Store Connectサイト経由で随時アップデートされる、本別紙2の添付書類Bに列挙する地域に
所在するエンドユーザーへのライセンスアプリケーションの販売について、各エンドユーザーが支払うべきすべての価格の15%に引き下
げられた手数料を受け取る権利を有します。デベロッパは、本契約、本別紙2、および以下の条件に従って、App Storeスモールビジネ
スプログラムにおける承認に必要な資格を満たすことができます。  
  
標準的な商慣行に基づいてAppleが計算する、デベロッパおよびその関連するデベロッパアカウントの前暦年の12会計月（以下、「暦
年」といいます）における合計収益額が1,000,000米ドル以内（Appleの手数料ならびに特定の税額および調整額を除いた純売上
額）である必要があります。  
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App Storeスモールビジネスプログラムに登録するには、デベロッパは、デベロッパおよびその関連するデベロッパアカウントに関して
求められる情報を、すべてAppleに提供する必要があります。デベロッパとその関連するデベロッパアカウントとの関係に変更があった
場合、デベロッパはそうした情報を更新する必要があります。「関連するデベロッパアカウント」とは、(i) デベロッパが所有もしくは管理
する、または (ii) デベロッパのアカウントを所有もしくは管理するApple Developer Programアカウントを指します。たとえば、本契
約および本別紙2の条件に同意した個人または法人で、以下のいずれかの条件が当てはまるデベロッパには、関連するデベロッパアカ
ウントが存在します。  

• 別のApple Developer Programメンバーのアカウントの所有権または割り当てにおいて、当該デベロッパが企業、個人、ま
たはパートナーシップの持分の過半数（50%以上）を保有している。  

• 別のApple Developer Programメンバーが、当該デベロッパのアカウントの所有権または割り当てにおいて、企業、個人、ま
たはパートナーシップの持分の過半数（50%以上）を保有している。  

• 当該デベロッパが、別のApple Developer Programメンバーのアカウントに対する最終決定権を有している。  
• 別のApple Developer Programのメンバーが、当該デベロッパのアカウントに対する最終決定権を有している。 

デベロッパおよびその関連するデベロッパアカウントは、Apple Developer Programのメンバーとして優良な状態である必要があり
ます。 
  
デベロッパおよびその関連するデベロッパアカウントの現暦年における合計収益額が1,000,000米ドルを超えた場合、当該暦年の残
りの期間については、本別紙2の第3.4条(a)項に定める標準の手数料率でデベロッパに請求されます。  
  
Appleは、各会計暦月の末日から15日以内に、App Storeスモールビジネスプログラムへの参加資格の有無を判断し、資格を満たし
ているデベロッパに対して参加を承認します。  
  
その後の1暦年においてデベロッパおよびその関連するデベロッパアカウントの合計収益額が1,000,000米ドル以内である場合、デ
ベロッパは翌暦年のApp Storeスモールビジネスプログラムへの承認に必要な資格を再度満たすことができます。 
 
デベロッパが譲渡人または譲受人（以下「アプリ譲渡当事者」といいます）としてライセンスアプリケーションの譲渡に関与している場合、
当該ライセンスアプリケーションにかかる利益は、あらゆるアプリ譲渡当事者の利益の合計額として計算され、App Storeスモールビジ
ネスプログラムへの参加の適格性の判断に使用されます。たとえば、デベロッパがApp Store Connectツールを使用して、自身のデ
ベロッパアカウントからほかのデベロッパアカウントにライセンスアプリケーションを譲渡すると、譲渡したライセンスアプリケーションに
かかる利益は、譲渡人のデベロッパの合計利益、および譲受人のデベロッパアカウントの合計利益の計算に含まれることになります。ラ
イセンスアプリケーションが特定の暦年に複数回譲渡された場合、当該ライセンスアプリケーションにかかる利益は、関係する各アプリ
譲渡当事者全員の利益の合計額の計算に含まれます。 
 
App Storeスモールビジネスプログラムへの参加資格の判断に関して、デベロッパまたはその関連するデベロッパアカウントが、疑わ
しい、誤解を招く、不正な、不適切な、合法でない、または不誠実な行為または不作為に関与した場合（たとえば、虚偽または不正確な
情報をAppleに提供すること、App Storeスモールビジネスプログラムから不適切に利益を得るために複数のApple Developer 
Programアカウントを作成または使用することなど）、デベロッパおよびその関連するデベロッパアカウントは、Appleの裁量で、App 
Storeスモールビジネスプログラムへの参加資格を失い、資格が解除されます。 
  
Appleは、本規定に違反したデベロッパおよびその関連するデベロッパアカウントへの支払いを留保できるものとします。 
  
本別紙2の第3.2条に別途定められている場合を除き、Appleは、本別紙2の第3.4条に定められている手数料を、ライセンスアプリケ
ーションの配布または使用に関連するあらゆる税金またはその他の類似するデベロッパ、Apple、もしくはエンドユーザーの義務を含
む、あらゆる税金またはその他の政府の賦課金分の減額なしに受け取る権利を有するものとします。Appleが開発したライセンスアプ
リケーションの販売について、Appleは手数料を受け取る権利を有しません。  
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3.5 Appleは、本書に基づきエンドユーザーに配布されるライセンスアプリケーションの価格として当該エンドユーザーから金額
を徴収するときに、当該ライセンスアプリケーションに関するAppleの手数料全額と本別紙の第3.2条および第3.4条に基づきApple
が徴収するあらゆる税金を差し引いて、Appleの標準的な商慣行に従って当該価格の残額についてデベロッパに送金する、または場合
によってはデベロッパ宛てのクレジットを発行するものとします。こうした商慣行には、(i) 銀行振込でのみ送金支払いを行うこと、(ii) 送
金支払いが最低月間送金限度額の対象となること、(iii) デベロッパがApp Store Connectサイトで送金に関連する特定の情報を提
供する必要があること、および、(iv) 前述の要件に従うことを条件として、対応する金額をAppleがエンドユーザーから受け取った月の
末日から45日以内に送金支払いが行われることが含まれます。Appleは、当該月に販売されたライセンスアプリケーションおよび
Appleからデベロッパに送金される合計金額をデベロッパが特定できるように、詳細な売上報告を各月の末日から45日以内にApp 
Store Connectサイトでデベロッパが確認できるようにするものとします。デベロッパは、本書により、エンドユーザーへのライセンスア
プリケーションの配布について、Appleが当該ライセンスアプリケーションの価格を当該エンドユーザーから徴収できない場合でも、
Appleが本第3.5条に従って手数料を受け取る権利を有することを認め、これに同意するものとします。Appleがエンドユーザーから受
け取ったライセンスアプリケーションの購入価格の通貨がAppleとデベロッパとの間で合意した送金通貨以外である場合、当該ライセ
ンスアプリケーションの購入価格は、本別紙2の第3.1条に従って、App Store Connectツールに反映されており随時アップデートさ
れることがある、その配布期間について固定の為替レートで送金通貨に変換され、Appleがデベロッパに送金する金額が決定されるも
のとします。Appleは、App Store Connectにおいて、デベロッパが送金受取先として指定している銀行口座の主要通貨（以下、「指
定通貨」といいます）を指定できるようにする手段を提供することがあります。Appleは、デベロッパに送金する前に、Appleの提携銀行
に送金通貨が指定通貨以外であるすべての送金を指定通貨に変換させることができるものとします。デベロッパは、その結果生じる為
替差額またはAppleの提携銀行により請求される手数料が、当該送金から差し引かれることがあることに同意するものとします。デベ
ロッパは、デベロッパの提携銀行またはデベロッパの提携銀行とAppleの提携銀行を仲介する銀行から請求される手数料（たとえば、
銀行振込手数料）をすべて支払う責任を継続的に負うものとします。  
  
3.6 Appleの手数料またはエンドユーザーが支払うべきライセンスアプリケーションの価格が、(i) 源泉徴収もしくは類似する税
金、(ii) 本別紙の第3.2条に基づきAppleが徴収していない売上税、使用税、物品サービス税、付加価値税、通信事業税、もしくはその
他の税金もしくは賦課金、または、(iii) その他のあらゆる性質の税金もしくは政府の賦課金の対象となる場合、こうした税金もしくは賦
課金は全額、デベロッパのアカウントのみに対するものであり、本別紙2に基づきAppleが受け取る権利を有している手数料がこれに
より減額されることはないものとします。  
  
3.7 Appleからのデベロッパに対する送金が源泉徴収または類似する税金の対象となる場合、こうした源泉徴収または類似する
税金は全額、デベロッパのアカウントのみに対するものであり、当該取引においてAppleが受け取る権利を有している手数料は減額さ
れないものとします。Appleは、こうした税金を支払う義務があると合理的に判断した場合、その源泉徴収または類似する税金の全額
をデベロッパへの未払い金の総額から差し引き、源泉徴収した金額を所轄の税務当局に全額納付するものとします。Appleは、適用さ
れる租税条約で源泉徴収税の軽減税率が定められている場合、その軽減税率を適用します。ただし、デベロッパが当該租税条約で求め
られている、またはその他Appleが満足できる、デベロッパが源泉徴収税のかかる軽減税率の恩恵を受ける権利を有していることを立
証するために十分な文書をAppleに提供している場合に限ります。Appleが合理的に指定する手段を使用して、デベロッパからApple
に対し適時に書面による要求があった場合、Appleは、Appleがデベロッパを代理して所轄の税務当局に納付した源泉徴収または類
似する税金の金額をデベロッパに報告するために商業上現実的な努力を払うものとします。デベロッパは、こうした源泉徴収または類
似する税金、ならびに罰金またはその利息の過少納付（源泉徴収税の軽減税率の恩恵を受けるためのデベロッパの権利の取得または
喪失に関する、デベロッパによる誤った請求または表明に起因する過少納付を含みますが、これに限定されません）に対する所轄の税
務当局からのあらゆる請求について、Appleを補償し、損害を被らせないものとします。  
  
3.8 デベロッパは、一部の地域において、本別紙2の条件に従って、In-App Purchase APIを使用して自動更新サブスクリプショ
ンを提供することができます。ただし、以下の条件を満たしている場合に限ります。  
  
(a) 自動更新機能は、デベロッパがApp Store Connectツールで選択する価格で、1週間ごと、1か月ごと、2か月ごと、3か月ご
と、半年ごと、または1年ごとの設定である必要があります。デベロッパは、デベロッパのサブスクリプションについて複数の期間および
サービスレベルを提供することができ、顧客がサブスクリプショングループのオプションの中で簡単にアップグレード、ダウングレード、お
よびクロスグレードできるように、サブスクリプショングループ内でこれらのサブスクリプションアイテムを関連付けてランク付けすること
ができます。デベロッパは、サブスクリプション利用者がアップグレードまたはクロスグレード（異なる期間へのクロスグレードを除く）す
る場合は、当該サービスレベルの適用が直ちに開始され、それに応じてデベロッパの収益が調整されること、およびサブスクリプション
利用者がダウングレードする場合は、現在のサブスクリプション期間が終了した時点で新しいサービスが開始されることを理解し、これ
に同意するものとします。  
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(b) デベロッパは、デベロッパの自動更新サブスクリプションに関する以下の情報を、明確かつ目立つ形でユーザーに開示するも
のとします。  
  

• 自動更新サブスクリプションのタイトル（アプリケーション内の製品名と同じである場合があります）  
• サブスクリプションの期間  
• サブスクリプションの価格および単価（該当する場合）  
  
デベロッパのライセンスアプリケーション内からデベロッパのプライバシーポリシーおよび利用規約へのリンクにアクセスでき
る必要があります。  

  
(c) デベロッパは、販売されるサブスクリプション期間全体（デベロッパが承認した請求の猶予期間を含みます）にわたって提供
を実施する必要があります。デベロッパは、本別紙2の本第3.8条(c)項に違反した場合、本書により、Appleに対し、当該サブスクリプ
ションに対してエンドユーザーが支払った価格の全額または一部を、Appleの自由裁量により、エンドユーザーに返金することを許可
し、指示するものとします。請求の猶予期間とは、請求の誤りが解消されていないユーザーに対してデベロッパが有料サービスを無料で
提供することに同意している期間を指します。Appleがそうした価格をエンドユーザーに返金した場合、デベロッパは、当該サブスクリ
プションの価格に等しい金額をAppleに払い戻すか、それに対するクレジットをAppleに付与するものとします。デベロッパは、本規定
に繰り返し違反した場合、Appleが本別紙2の第7.3条に基づくAppleの権利を行使できることを認めるものとします。  
  
3.9 デベロッパは、既存のサブスクリプションアイテムの価格を変更する場合、App Store Connectツールでその意思を示すこ
とで、デベロッパの既存の顧客について現在の価格を保持することを選択できます。エンドユーザーの同意が必要となる地域に所在す
る既存のサブスクリプション利用者に対してデベロッパが価格を引き上げた場合、そうしたサブスクリプション利用者には新しい価格の
確認および同意が求められ、同意がない場合は自動更新機能が無効になります。  
  
3.10 デベロッパは、デベロッパのライセンスアプリケーションの内外で自動更新サブスクリプションのプロモーションおよび販売を
する場合、あらゆる法規制上の要求を遵守しなければなりません。  
  
3.11 ライセンスアプリケーション内で購入されるサブスクリプションサービスは、App内課金を使用する必要があります。  
  
In-App Purchase APIを使用することに加えて、ライセンスアプリケーションは、ライセンスアプリケーション外で（たとえば、デベロッ
パのWebサイトを通じて）提供されるコンテンツ（雑誌、新聞、書籍、音声、音楽、ビデオ）を読み込みまたは実行することができます。た
だし、デベロッパは、ライセンスアプリケーション内で、当該コンテンツに関する外部のオファーのリンクを貼ったり、プロモーションをし
たりしないものとします。デベロッパは、ライセンスアプリケーション外で取得したコンテンツへのアクセスの認証について責任を負うも
のとします。  
  
3.12 デベロッパのライセンスアプリケーションが定期刊行のコンテンツベースのもの（たとえば、雑誌や新聞など）である場合、
Appleは、それらがIn-App Purchase APIを通じて自動更新サブスクリプションを購入する際、デベロッパに対し、エンドユーザーの
アカウントに関する氏名、電子メールアドレスおよび郵便番号を提供する場合があります。ただし、当該ユーザーが、デベロッパへのデー
タの提供に同意すること、ならびに、デベロッパが、当該データをデベロッパ自身の製品のプロモーションにのみ使用し、かつ、デベロッ
パのライセンスアプリケーション内で容易に閲読可能で同意を与えられている、デベロッパの一般公開されているプライバシーポリシー
を厳守することを条件とします。ユーザーがこれらの情報を送信することに同意している場合、デベロッパはサブスクリプションの延長
を促す無料のインセンティブを提供することができます。  
  
3.13 デベロッパは、一部の地域において、本契約、本別紙2、および以下の条件に従って、サブスクリプションオファーコードを使用
してデベロッパの自動更新サブスクリプションのプロモーションをすることができます。  
  
(a) サブスクリプションオファーコードとは、これらの条件に従いAppleがデベロッパに提供するコードであり、デベロッパから1つ
以上のサブスクリプションオファーコードを提供されたエンドユーザーが、デベロッパのライセンスアプリケーションをダウンロードまた
はこれにアクセスできるようになるものです。  
  
(b) デベロッパにより、App Store Connectツールを通じて請求を受けたときは、Appleはサブスクリプションオファーコードを
デベロッパに対して電子的に提供するものとします。サブスクリプションオファーコードは、デベロッパに提供されたときに、エンドユー
ザーが使用できるようアクティブになります。 
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デベロッパは、デベロッパのライセンスアプリケーションを販売または配布することが許可されていない地域において、アクティブでなく
なったサブスクリプションオファーコードをエンドユーザーに配布してはならないものとします。  
  
デベロッパは、地域外における使用のためにいかなるサブスクリプションオファーコードも輸出しないものとし、また、かかる輸出の権利
または能力を有していると表明しないものとします。  
  
サブスクリプションオファーコードに対する権原の喪失および移転の危険は、デベロッパに引き渡されたときにデベロッパに移転し
ます。  
  
デベロッパは、デベロッパがサブスクリプションオファーコードを配布する地域における適用法令をすべて遵守するものとします。 
  
(c) Appleは、サブスクリプションオファーコード自体を除き、サブスクリプションオファーコードに関連するいかなる素材の開発お
よび作成についても責任を負わないものとします。 
  
デベロッパは、サブスクリプションオファーコードの売却、またはサブスクリプションオファーコードの配布に関連していかなる形式の支払
い、現物取引もしくはその他の報酬の受け取りもしないものとし、また、第三者にかかる行為をさせないものとします。  
  
エンドユーザーがサブスクリプションオファーコードを使用してデベロッパのライセンスアプリケーションのサブスクリプションに無料で
アクセスできる期間において、デベロッパは本書により、かかるアクセスに対する使用料、収益もしくは報酬について、本契約、本別紙2
および本契約に対する別紙1の適用ある場合に、本項の定めがなければこれらに基づき支払われることがあるか否かにかかわらず、
これらを徴収する一切の権利を放棄するものとします。両当事者は、Appleおよびデベロッパ間においては、サブスクリプションオファ
ーコードによりデベロッパのライセンスアプリケーションでサブスクリプションにアクセスするエンドユーザーに関する第三者に対する使
用料の支払いまたはこれに類する支払いに対する各当事者の責任は本契約および本別紙2の定めによるものとすることを認めるもの
とします。  
  
デベロッパは、デベロッパによるサブスクリプションオファーコードの使用（デベロッパのApp Store Connectチームのその他のメンバ
ーによる使用を含みます）およびこれによるデベロッパまたはAppleに対する一切の損失または債務につき、単独で責任を負うものと
します。 
  
デベロッパのライセンスアプリケーションがなんらかの理由でApp Storeから削除された場合、デベロッパは、すべてのサブスクリプシ
ョンオファーコードの配布を停止すること、およびAppleは当該サブスクリプションオファーコードを無効化することができることに同意
するものとします。 
  
デベロッパは、Appleが、デベロッパが本契約または本別紙2の条項のいずれかに違反した場合、すでにエンドユーザーに配布済みであ
ったとしても、当該サブスクリプションオファーコードを無効化する権利を有することに同意するものとします。 
  
(d) デベロッパは、以下のサブスクリプションオファーコードに関するエンドユーザー条項を、エンドユーザーにサブスクリプション
オファーコードを配布するために使用されるすべての手段（たとえば、証明書、カード、電子メール、クーポン、オンライン投稿）において、
記載する必要があります。(i) コードの有効期限日または提供数が終了するまでであること、(ii) コードを利用できる地域、(iii) Apple 
IDが必要であり、使用許諾条項および利用規約に事前に同意する必要があること、(iv) コードは転売できないこと、およびコードに金銭
的な価値がないこと、(v) 全条項が適用されること（https://www.apple.com/legal/internet-services/itunes/を参照）、および 
(vi) オファーおよびコンテンツはデベロッパにより提供されること。  
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3.14 利用可能な場合、デベロッパは、デベロッパが提供する複数のライセンスアプリケーションを1つのコレクション（以下、「バンド
ル」といいます）として、App Store Connectツールに定められ、随時アップデートされることがある、デベロッパが指定した価格帯で、
エンドユーザーに提供することができるものとします。さらに、デベロッパは本書により、Appleが、バンドル内の全部ではなく一部のラ
イセンスアプリケーションを購入したユーザーに対し、バンドル内の残りのアイテムへのアクセスおよび当該アイテムのダウンロード（以
下、「コンプリート・マイ・バンドル」または「CMB」といいます）をCMB価格で提供することを許可し、指示するものとします。デベロッパ
は、CMB価格（デベロッパが設定したバンドル価格からユーザーが先に購入済みのライセンスアプリケーションに対して支払った小売
価格の合計を差し引いた金額に相当します）に対する収益を受け取るものとします。CMB価格がApp Store Connectツールに定め
られている価格帯のもとで価格帯1より低くゼロより高い場合、デベロッパは本書により、Appleが当該ユーザーに対するCMB価格を
価格帯1に設定することを許可し、指示するものとします。CMB価格がゼロより低い場合、デベロッパは本書により、Appleがバンドル
内の残りのライセンスアプリケーションをエンドユーザーに無料で提供することを許可し、指示するものとします。各CMB取引は、デベ
ロッパの明細書に以下のように反映されます。(i) バンドルに支払われた価格でのバンドル全体の新規販売（CMB販売と記載）、およ
び、(ii) 対象となる、バンドルに含まれている購入済みの各ライセンスアプリケーションについて、当該ライセンスアプリケーションにこれ
まで支払われた金額の返金（すなわち、マイナスの取引）（それぞれCMB返金と記載されます）。価格帯ゼロで提供されるバンドルで
は、本別紙2の第3.8条に従って、バンドルに含まれる各ラインセンスアプリケーションで自動更新サブスクリプションサービスを提供す
る必要があります。また、バンドルに含まれるいずれかのアプリケーション内からそうしたサブスクリプションサービスを購入するユーザ
ーは、追加費用なしで、バンドル内のその他の各ライセンスアプリケーションでも当該サブスクリプションサービスにアクセスできなけれ
ばなりません。  
  
4．  所有権およびエンドユーザーへの使用許諾  
  
4.1 本契約の当事者は、Appleがライセンスアプリケーション、その情報に対する所有権および権原を取得しないことを認め、同
意するものとし、ライセンスアプリケーションに関する所有権、損失リスク、責任および管理権はすべて、常に、デベロッパに存するものと
します。Appleは、ライセンスアプリケーションおよびライセンスアプリケーション情報を、目的または方法の如何を問わず、一切使用し
てはならないものとします。ただし、本契約または本別紙2で特に許可した場合はこの限りでないものとします。  
  
4.2  デベロッパは、本別紙2の2.1条に基づきライセンスアプリケーションをAppleに配信する際に、当該ライセンスアプリケーショ
ンに対するデベロッパ自身のエンドユーザー使用許諾契約をAppleに対して提出できるものとします。ただし、デベロッパのエンドユー
ザー使用許諾契約には、本別紙2の添付書類Dに定める最低条件を盛り込むこととし、この最低条件との齟齬があってはならないもの
とします。また、デベロッパのエンドユーザー使用許諾契約は、エンドユーザーによるライセンスアプリケーションのダウンロードをApple
が許可することをデベロッパが希望するあらゆる地域の適用法令をすべて遵守しなければならないものとします。Appleは、各エンドユ
ーザーに対し、Appleが当該ライセンスアプリケーションを当該エンドユーザーに配信する際に、デベロッパのエンドユーザー使用許諾
契約（存在する場合）を確認することができるようにするものとします。また、Appleは、各エンドユーザーに対し、当該ライセンスアプリ
ケーションの使用は、デベロッパのエンドユーザー使用許諾契約（存在する場合）で定める条件の適用を受ける旨を告知するものとしま
す。デベロッパがライセンスアプリケーションに関するデベロッパ自身のエンドユーザー使用許諾契約をAppleに提出しない場合、デベ
ロッパは、各エンドユーザーによる当該ライセンスアプリケーションの利用について、Appleの標準エンドユーザー使用許諾契約（App 
Storeサービス規約に含まれます）が適用されることを認め、これに同意するものとします。  
  
4.3 デベロッパは、各ライセンスアプリケーションに対するエンドユーザー使用許諾契約は、デベロッパとエンドユーザーの間のみ
の契約であり、かつ、適用される法令を遵守したものであることを認めるものとします。Appleは、いかなるエンドユーザー使用許諾契
約に対して一切の責任がなく、またそれに基づくいかなる賠償責任も負わないものとし、デベロッパもしくはエンドユーザーが、いかな
るエンドユーザー使用許諾契約の条項に違反しても、Appleに一切責任は生じず、それに基づくいかなる賠償責任も負わないものとし
ます。  
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5.  コンテンツの制約およびソフトウェアのレーティング  
  
5.1 デベロッパは、以下のすべての事項に相違がないことを表明および保証するものとします。(a) デベロッパは、本契約を締結
する権利を有すること、および、各カスタムアプリケーションを複製し配布する権利、ならびにエンドユーザーが、1つか複数のApp 
Storeを介して各ライセンスアプリケーションをダウンロードすることをAppleが許可する権限をAppleに与えること。(b) ライセンスア
プリケーション、またはAppleもしくはエンドユーザーによる当該ライセンスアプリケーションの許可された使用は、いかなる個人、組
織、法人、その他の団体の特許権、著作権、商標権、営業秘密、知的財産権あるいは契約上の権利を一切侵害しないこと、および、デベロ
ッパは、単独または複数の第三者のために、ライセンスアプリケーションをAppleに提出しないこと。(c) ライセンスアプリケーションは、
すべて、デベロッパが本別紙2第2.1条で指定した地域それぞれで流通、販売、利用すること、当該指定地域へ輸出あるいは輸入するこ
とが当該地域の法規制およびその他の適用のあるあらゆる輸出入規制を遵守していること。(d) ライセンスアプリケーションはいずれ
も、猥褻や、公序良俗に反するようなもの、あるいは、デベロッパが本別紙2の第2.1条で指定した地域の法令規則で禁止あるいは制限
されているようなものは一切含んでいないこと。(e) ライセンスアプリケーションに関する情報など、App Store Connectのツールを
使用してデベロッパが提供するあらゆる情報は、正確であること、また万一かかる情報が正確性を欠くようになった場合には、デベロッ
パがApp Store Connectツールを使用して直ちに正確なものとなるよう更新すること、ならびに、(f) デベロッパのライセンスアプリ
ケーションのコンテンツまたはApp Storeでのデベロッパによる知的財産の使用をめぐる争議が発生した場合、デベロッパは、当該の
争議を提起する当事者とのデベロッパの連絡先情報の共有をAppleに認めること、および、非排他的に、かつ、当事者の法的権利の放
棄を伴わずに、Appleのアプリケーション争議に関するプロセスに従うことに同意すること。  
  
5.2 デベロッパは、App Store Connectに定めるソフトウェアレーティングツールを用いて、デベロッパが納品したライセンスア
プリケーションそれぞれの、AppleによるApp Storeを介して本別紙2に基づき実施する販売およびAppleの義務履行に関する情報
を提供し、ライセンスアプリケーションそれぞれに対してレーティングを行うものとします。各ライセンスアプリケーションに対して評価を
行うため、デベロッパは、ソフトウェアレーティングツールを利用して、当該ライセンスアプリケーションのコンテンツに関して正確かつ包
括的な情報を提供するべく最善の努力をなすものとします。デベロッパは、Appleが本契約でデベロッパが指定する国でエンドユーザ
ーがライセンスアプリケーションをダウンロードすることができるようにするため、次の(i)および(ii)を信頼していることを認め、これに同
意するものとします。(i) デベロッパは、各ライセンスアプリケーションについて必要な情報の正確かつ完全な提供を誠実に行ったこと、
ならびに、(ii) かかるライセンスアプリケーションを以下に指定する各地域でエンドユーザーがダウンロードできるようにすることに対し
て、本別紙第5.1条に示す事実関係の表明および保証を行ったこと。なお、デベロッパは、Appleに対し、不正確なレーティングが付与さ
れたデベロッパのあらゆるライセンスアプリケーションのレーティングを訂正する権限を与えるものとします。そして、デベロッパは、か
かる訂正されたレーティングに同意するものとします。  
  
5.3 本契約でデベロッパが指定する地域が、当該ライセンスアプリケーションの配布または利用の条件として、政府または業界の
規制当局による承認またはレーティングを要求した場合、デベロッパは、Appleが、当該地域のエンドユーザーがApp Storeまたはカ
スタムAppの配信サイトから当該ライセンスアプリケーションをダウンロードすることを拒否することを選択することができることに異議
を述べないものとします。  
  
5.4 子どもを対象としている、またはその他の方法で子どもを引きつける可能性が高いライセンスアプリケーション、および購入
するように子どもに働き掛けたり（「今すぐ購入」または「今すぐアップグレード」などの語句を含みますが、これらに限定されません）、子
どものために購入するよう他者に促したりするライセンスアプリケーションは、かかるマーケティング活動が違法とされている地域にお
いて提供してはならないものとします。デベロッパは、本別紙2の第5.1条(c)項に従って、デベロッパのライセンスアプリケーションが適
用法令（消費者保護、マーケティングおよびゲームに関する法律を含みますが、これらに限定されません）を遵守していることについて
全責任を負うことに明示的に同意するものとします。欧州連合の加盟地域における法的要件の詳細は、
http://ec.europa.eu/justice/consumer-marketing/unfairtrade/index_en.htmをご確認ください。  
  
6.  義務および責任  
  
6.1 Appleは、エンドユーザーによるライセンスアプリケーションのインストールまたは使用に関して、一切責任を負わないものと
します。すなわち、デベロッパは、各ライセンスアプリケーションについて、その製品保証、エンドユーザーの支援、および製品サポートす
べてについて、全責任を負うものとします。  
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6.2 デベロッパは、(i) エンドユーザー使用許諾契約または適用法令に基づく保証違反に関する請求、(ii) 製造物責任に関する請
求、(iii) ライセンスアプリケーションのいずれか、またはエンドユーザーによるライセンスアプリケーションの保有もしくは使用が、第三者
の著作権またはその他の知的財産権を侵害しているという請求を含みますがそれに限定されない、ライセンスアプリケーションまたは
エンドユーザーによるライセンスアプリケーションの使用またはその両者に起因もしくは関連するあらゆる請求、訴訟、債務、損失、損害、
費用、支出について全責任を負うものとし、Appleは一切義務および責任を負わないものとします。  
  
6.3 Appleが、エンドユーザーから、(i) エンドユーザーがライセンスアプリケーションをダウンロードした日から90日以内、もしく
は第3.8条に従って提供される自動更新サブスクリプション期間が終了してから90日以内（かかる自動更新サブスクリプション期間が
90日未満である場合）に、エンドユーザーが当該ライセンスアプリケーションの使用許諾の解約を希望している旨、または、(ii) ライセン
スアプリケーションが、デベロッパの仕様、デベロッパの製品保証、もしくは適用法令の要件に準拠していない旨の通知もしくは請求を
受け取った場合、 Appleは、当該ライセンスアプリケーションに対してエンドユーザーが支払った価格の全額をエンドユーザーに返金す
ることができるものとします。Appleがかかる価格をエンドユーザーに返金した場合、デベロッパは、当該ライセンスアプリケーションの
価格に等しい金額をAppleに払い戻すか、その金額分のクレジットをAppleに付与するものとします。エンドユーザーがライセンスアプ
リケーションに対する返金を受け取った旨の通知または請求をAppleがペイメントプロバイダから受け取った場合、デベロッパは、当該
ライセンスアプリケーションの価格に等しい金額をAppleに払い戻すか、その金額分のクレジットをAppleに付与するものとします。 
  
7.  終了  
  
7.1 本別紙2およびAppleの本別紙に基づくすべての義務は、本契約の期間満了または解除と同時にすべて終了するものとしま
す。かかるいずれかの終了にかかわらず、Appleは、(i) 終了日より前（本別紙の第1.4条に定めるフェーズアウト期間を含みます）にエ
ンドユーザーがダウンロードしたライセンスアプリケーションのすべてのコピーに対するすべての手数料、および、(ii) 終了日の前後を問
わず、本別紙2の第6.3条に従ってAppleがエンドユーザーに支払った返金に対する払い戻しを、デベロッパから受け取る権利を有する
ものとします。本契約が終了した場合、Appleは、エンドユーザーへの返金を算出し、それと相殺するために、Appleが合理的であると
判断する期間、デベロッパに対するすべての支払いを保留することができます。デベロッパまたはその関連するデベロッパが、疑わし
い、誤解を招く、詐欺的な、不適切な、非合法の、または不誠実な行為または不作為に関与した場合、またはほかのデベロッパを関与さ
せるようにした、奨励した、参加したとAppleが判断した、または疑いを持って場合、Appleは、デベロッパまたはかかるほかのデベロッ
パに対する支払いを保留する場合があります。  
  
7.2 デベロッパがライセンスアプリケーションを配布する法的権利を喪失した場合、または、本別紙2に基づきAppleに対してエ
ンドユーザーが当該ライセンスアプリケーションにアクセスすることを許可する権限を与える法的権利を喪失した場合、デベロッパは、す
みやかにAppleに通知し、かつ、App Store Connectサイトに設けたツールを用いて、App Storeより当該ライセンスアプリケーショ
ンを削除するものとします。ただし、デベロッパが本第7.2条に基づいてかかる削除を行った場合であっても、本別紙2に基づくデベロッ
パのAppleに対する義務、またはAppleまたはエンドユーザーに対するライセンスアプリケーションに関するいかなる責任も免責され
るものではありません。  
  
7.3 Appleは、いつでも、理由の如何にかかわらず、デベロッパに対して解除通知をすることにより、エンドユーザーによるライセ
ンスアプリケーションの販売、提供、およびダウンロードの許可を中止する権利を留保します。本第7.3条の一般性を制限することなく、
デベロッパは、Appleが、(i) デベロッパは、添付書類Aに列挙する1つまたは複数の地域に、当該ライセンスアプリケーションを輸出する
ことにつき、輸出管理令またはその他の法令に基づき許可されておらず、(ii) 当該ライセンスアプリケーション、またはエンドユーザーが
ライセンスアプリケーションを所有もしくは使用することが、第三者の特許権、著作権、商標権、営業秘密、その他の知的財産権を侵害
し、(iii) 当該ライセンスアプリケーションの配布、販売、または使用が、本別紙2の第2.1条に基づき、デベロッパが指定する1つか複数の
地域の適用法令に違反し、(iv) デベロッパが、本契約、本別紙2、または、App Store Reviewガイドラインを含みますがこれらに限定
されない、その他のドキュメントの条件に違反した、または、(v) デベロッパのライセンスアプリケーションが本別紙2の第5.4条に違反
した（規制当局から違反の疑いについて通知された場合を含みますが、これに限定されません）、または (vi) デベロッパ、デベロッパの
代理人、またはデベロッパ企業が、Appleが事業を展開するいずれかの地域における制裁措置の対象になっている、と合理的に判断す
る場合、Appleの自由裁量により、ライセンスアプリケーションの一部または全部の販売およびエンドユーザーによるダウンロードの許
可を中止し、またはその他の暫定的措置を講じることがあることについて、認めるものとします。Appleが、本第7.3条に基づいて、ライ
センスアプリケーションの販売およびダウンロードの許可を中止する選択を行った場合であっても、本別紙2に基づくデベロッパの義務
は免責されないものとします。  
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7.4 デベロッパは、App Store Connectサイトのツールを用いて理由の如何によらず、随時、ライセンスアプリケーションの全部
または一部をApp Storeから削除することができるものとします。ただし、デベロッパのエンドユーザーに関して、デベロッパは、本条を
もって、Appleに対し、本別紙2の第5.1条および7.2条に基づきデベロッパが別段の意思表示をしない限り本契約の解除または期間
満了後も有効に存続する本別紙2の第1.2条(b)項、同(c)項および同(d)項を履行することを許可および指示するものとします。  
  
8.  法的影響  
  
本別紙2に基づくデベロッパとAppleの関係は、デベロッパに対して、重要な法的影響、または、税務上の影響をもたらすことがありま
す。デベロッパは、本契約に基づくデベロッパの法的義務および納税義務について、デベロッパの顧問弁護士および顧問税理士と協議
することに責任を負うことを認め、これに同意するものとします。   
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デベロッパは、本書によりAppleがデベロッパに提供する本別紙3に対し、クリックして同意することにより、デベロッパとAppleとの間
で現在有効である特定のApple Developer Program License Agreement（以下、「本契約」といいます）を修正して本契約に本別
紙3を追加する（既存の別紙3がある場合は置き換える）ことについて、Appleに同意するものとします。本契約において別段の定めが
ある場合を除き、（英文で）大文字で始まる用語は、すべて本契約で定められている意味を有するものとします。  
  
別紙3  
  
1．  代理人およびコミッショナーの指名  
  
1.1 デベロッパは、本契約により、AppleおよびAppleの子会社（以下「Apple」と総称します）を、(i) 本別紙3に対する添付書類
A第1条に列挙する地域（変更されることがあります）に所在する、カスタムAppの配信の顧客および該当するエンドユーザーに対するカ
スタムAppの配信を介したデベロッパのカスタムアプリケーションのマーケティング、販売および配布のためのデベロッパの代理人とし
て、かつ、(ii) 本別紙3に対する添付書類A第2条に列挙する地域（変更されることがあります）に所在する、カスタムAppの配信の顧客
および該当するエンドユーザーに対するデベロッパのカスタムアプリケーションのマーケティング、販売および配布のためのデベロッパ
のコミッショナーとして、配布期間中、指名するものとします。デベロッパのカスタムアプリケーションに関してデベロッパが選択できる
App Storeの地域の最新のリストは、App Store Connectツールにおいて定められなければならず、かつ、Appleによって随時アッ
プデートされることがあるものとします。デベロッパは、Appleが、カスタムAppの配信サイトを介して、デベロッパのために、デベロッパ
に代わり、カスタムアプリケーションを販売し、かつカスタムAppの配信の顧客がカスタムアプリケーションを購入し、エンドユーザーが
ダウンロードできるようにすること、または特定のAppleライセンスソフトウェアに関してのみ、カスタムAppの配信の顧客が複数のエン
ドユーザーに配布するために単一のApple IDを使用してダウンロードできるようにすることを認めるものとします。 
  
本別紙3において、以下が適用されます。  
  
「コンテンツコード」とは、Appleが作成し、カスタムAppの配信の顧客に配布するアルファベットと数字で表示されたコンテンツコード
を意味し、エンドユーザーは、このコードを利用してカスタムアプリケーションの使用許諾されたコピーをダウンロードすることができ
ます。  
  
「カスタムアプリケーション」には、デベロッパがIn-App Purchase APIを使用してカスタムアプリケーション内で販売している、あらゆ
る追加的な許可されている機能、コンテンツ、またはサービスも含まれます。  
  
「エンドユーザー」とは、組織の購入者によりカスタムアプリケーションの使用を許された個人または故人アカウント管理連絡先、共有デ
バイス上へのインストールの管理について責任を負う当該組織の管理者、ならびにAppleが承認した教育機関で、その従業員、代理人、
関連会社に使用させるためにカスタムアプリケーションを入手した機関を含む、認定された組織の購入者自身をいいます。  
  
「ライセンスアプリケーション」は、ソフトウェアアプリケーション内で提供されるコンテンツ、機能、拡張機能、スタンプ、またはサービスを
含むものとします。  
  
「ライセンスアプリケーション情報」は、カスタムアプリケーションに関連するライセンスアプリケーション情報を含みます。  
  
「ボリュームコンテンツサービス」とは、ボリュームコンテンツ規約、条件、およびプログラム要件に従い、大量にカスタムアプリケーション
を取得する能力およびライセンスアプリケーションを購入する機能を提供するAppleプログラムをいいます。 
  
「カスタムAppの配信の顧客」とは、Appleのボリュームコンテンツサービスまたはカスタムアプリケーションの配信に登録されている第
三者をいいます。  
  
「デベロッパ」には、デベロッパがデベロッパを代理してライセンスアプリケーションおよび関連するメタデータを提出する権限を付与し
たApp Store Connectユーザーが含まれます。  
  
1.2 本別紙3の第1.1条に基づくAppleの指名に基づき、デベロッパはAppleに対して以下の各号のすべてを許可し、指示するも
のとします。  
  
(a) App Store Connectツールで特定された地域に所在する、デベロッパにより特定されたカスタムAppの顧客および関連す
るエンドユーザーに対して、デベロッパに代わってカスタムアプリケーションを販売、勧誘、および受注すること。  
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(b) カスタムアプリケーションの保存およびエンドユーザーによるアクセスのため、ならびに専らAppleによりライセンス付与され
た特定のソフトウェアに関連し、第三者が当該カスタムアプリケーションをホスティングできるようにするために、デベロッパにホスティ
ングサービスを提供すること。  
  
(c) セキュリティソリューションおよびその他本契約で特定された最適化の追加を含め、エンドユーザーが取得およびダウンロー
ドするために、カスタムアプリケーションのコピーの作成、フォーマット、およびその他の準備を行うこと。  
  
(d) カスタムAppの配信サイトを介して、エンドユーザーが、デベロッパが開発した当該カスタムアプリケーション、ライセンスアプ
リケーション情報、および関連するメタデータを取得し、電子的にダウンロードできるように、エンドユーザーが、カスタムアプリケーショ
ンのコピーにアクセスおよび再アクセスすることを許可すること、または、ボリュームコンテンツ購入の国外移転の場合には、エンドユー
ザーがそうできるように調整すること。さらに、デベロッパは、本別紙3に基づき、以下の場合にデベロッパのカスタムアプリケーション
の配布を許諾するものとします。(i) 単一の組織の顧客がボリュームコンテンツサービスを介して、所属するエンドユーザーが利用できる
ようにカスタムアプリケーションを購入し、複数のエンドユーザーが使用する場合、または、ボリュームコンテンツ規約、条項、およびプロ
グラム要件に従い、その組織の顧客が所有または管理する、Apple IDと関連付けられていないデバイスにインストールするためにカス
タムアプリケーションを購入し、複数のエンドユーザーが使用する場合、ならびに (ii) デベロッパのカスタムアプリケーションにアクセス
するために、およびhttps://support.apple.com/kb/HT212360に記載の通り、iCloudに保存された関連する情報とメタデータに
アクセスするために、エンドユーザーの適格の故人アカウント管理連絡先によって使用される場合。  
  
(e) カスタムAppの配信の顧客が支払うべきカスタムアプリケーションの購入価格について請求書を発行すること。  
  
(f) デベロッパが宣伝目的で使用する権利を有さず、かつ、本別紙3の第2.1条に基づき、デベロッパがAppleに当該カスタムア
プリケーションを配布したときに、デベロッパが書面で特定したカスタムアプリケーション、商標もしくはロゴ、またはカスタムアプリケー
ション情報の該当部分を除き、宣伝目的で、マーケティング資料において、および車両ディスプレイに関して、(i) カスタムアプリケーショ
ンのスクリーンショットまたは30秒までの抜粋、(ii) カスタムアプリケーションに関連する商標およびロゴ、ならびに(iii) ライセンスアプ
リケーション情報を使用すること。さらに、宣伝目的で、マーケティング資料において、および車両ディスプレイに関して、Appleの合理的
な要請時に、デベロッパが、Appleに提供することがある画像およびその他の素材を使用すること。ならびに、  
  
(g) その他、カスタムアプリケーション、ライセンスアプリケーション情報ならびに別紙3に基づきカスタムアプリケーションの販売
および配布時に合理的に必要となる場合に関連資料を使用すること。デベロッパは、本別紙3の第1.2条で定める権利に関し、使用料
その他一切の支払いがなされないことについて同意するものとします。  
  
1.3 両当事者は、本別紙3に基づくその関係が、添付書類A第1条および添付書類A第2条でそれぞれ定める通り、場合により、本
人および代理人、または本人およびコミッショナーであること、ならびに、本別紙3で定める通り、デベロッパが、本人として、カスタムア
プリケーションに関与または関連あらゆる債権債務につき、単独で責任を負うことを認め、これに同意するものとします。両当事者は、
本別紙3に基づく、デベロッパによる、場合によりデベロッパの代理人またはコミッショナーとしての、Appleの指名は、非独占的なもの
であることを認め、これに同意するものとします。デベロッパは、本書において、デベロッパのカスタムアプリケーションを配布するため
に、AppleおよびApple子会社をデベロッパの全世界における代理人またはコミッショナーに選任するために必要な権利をデベロッパ
が所有または管理していること、ならびに、AppleおよびApple子会社によるかかる選任の履行がいかなる第三者の権利にも違反ま
たは侵害しないことを表明および保証するものとします。  
  
1.4 本別紙3に関して、「配布期間」とは、本契約の発効日から開始する期間をいうものとし、本契約またはその更新版の最終日を
もって失効する期間をいいます。ただし、デベロッパの代理人またはコミッショナーとしてのAppleの指名は、本契約の終結後も、デベ
ロッパのカスタムアプリケーションの最後の未利用のコンテンツコードが利用されてから30日を超えない合理的なフェーズアウト期間
中、有効に存続し、さらに、デベロッパが本別紙3の第5.1条および第7.2条に基づき別段の意思表示をしない限り、デベロッパのエンド
ユーザーに関してのみ、本別紙3の第1.2条(b)項、同(c)項および同(d)項は、本契約の解除または期間満了後も有効に存続します。  
  



v122  
2022年2月25日 

2．  Appleへのカスタムアプリケーションの配信  
  
2.1  デベロッパは、App Store Connectツールを使用して、 Appleに対してライセンスアプリケーション、カスタムアプリケーシ
ョン情報ならびに関連メタデータを、本別紙3に基づきエンドユーザーからカスタムアプリケーションの配布を要求されているように
Appleが指定するフォーマットで、自己の負担をもって配信するものとします。本別紙3に基づきデベロッパがAppleに提供するメタデ
ータは、以下の各号すべてを含むものとします。(i) 各カスタムアプリケーションのタイトルおよびバージョン番号、(ii) カスタムアプリケ
ーションの承認された購入者としてデベロッパが指定しており、所属するエンドユーザーがコンテンツコードを使用できるカスタムApp
の配信の顧客、(iii) あらゆる著作権その他知的財産権の告知、(iv) デベロッパのプライバシーポリシー、(v) 該当する場合、本別紙3第
4.2条に基づくデベロッパのエンドユーザー使用許諾契約（EULA）、ならびに、(vi) Appleブランドハードウェア上のコンテンツの検索
および開示を拡張するために指定されるメタデータを含む、随時アップデートされ得るドキュメントまたはApp Store Connectツール
で定める追加メタデータ。  
  
2.2 すべてのカスタムアプリケーションは、Secure FTPサイトアドレスのサイトのソフトウェアツールまたはAppleが指定するそ
の他配布方法を使用してデベロッパからAppleに配布されるものとします。  
  
2.3 デベロッパは、本別紙3に基づきデベロッパがAppleに配信するすべてのカスタムアプリケーションが、あらゆる適用法令の
条件に従い、米国から添付書類Aに列挙する各地域へ輸出することが許可されていることを保証するものとします。かかる適用法令に
は米国輸出管理規則15 C.F.R. Parts 730-774が含まれますが、これらに限定されません。さらに、デベロッパは、デベロッパが
Appleに配信するカスタムアプリケーションのすべてのバージョンが、国際武器取引規則22 C.F.R. Parts 120-130の対象になって
いないこと、および軍事活動または軍事関連のエンドユーザー向けに設計、構築、改変、または構成されていないことを表明し、保証す
るものとします。本第2.3条の一般性を制限することなく、デベロッパは、(i) いかなるカスタムアプリケーションも、いかなるデータ暗号
化もしくは暗号機能も含まず、それらを使用せず、またはそれらをサポートしておらず、または (ii) いずれかのカスタムアプリケーション
が、かかるデータ暗号化もしくは暗号機能を含み、それらを使用し、またはそれらをサポートしている場合、デベロッパは、必要に応じ
て、米国商務省産業安全保障局（以下「BIS」といいます）が発行する輸出規制分類番号（CCATS）、またはBISに提出する自己分類報
告書、および当該カスタムアプリケーションに関する輸入許可を要求するその他の地域からの適切な許認可を保有し、かつ、要請に応じ
て、これらのPDFコピーをAppleに提供するものとします。デベロッパは、本別紙3に基づくカスタムアプリケーションにエンドユーザー
がアクセスしたり、ダウンロードしたりできるよう定める第2.3条のデベロッパの証明をAppleが信頼していることを認めるものとしま
す。本第2.3条の定める以外の事項について、Appleは、本別紙3に基づくカスタムアプリケーションへのエンドユーザーのアクセスなら
びにダウンロードを可能にする輸出行政規則の条件に適合することに責任を有するものとします。  
  
2.4  デベロッパは、その地域の各場所についてデベロッパのカスタムアプリケーション内で提供されたあらゆるビデオ、テレビ、ゲ
ーム、またはほかのコンテンツに対して適用される政府の規制、評価委員会、サービス、またはほかの組織（以下、それぞれを「評価委員
会」といいます）が要求するあらゆる年齢評価またはペアレンタルアドバイザリーサービスを決定し実装する責任を負うものとします。該
当する場合、デベロッパはまた、エンドユーザーがデベロッパのカスタムアプリケーション中の、成人向けまたはほかの規制されたコンテ
ンツにアクセスできるようにする前に、コンテンツ制限ツールまたは年齢認証機能を提供する責任を負うものとします。  
  
3．  エンドユーザーへのカスタムアプリケーションの配信  
  
3.1 デベロッパは、Appleが、デベロッパの代理人またはコミッショナーとして行為する過程において、デベロッパを代理して、カ
スタムアプリケーションのホスティングすること、コンテンツコードをカスタムAppの配信の顧客に提供すること、および当該カスタムア
プリケーションのエンドユーザーによるダウンロードを許可することを認め、これに同意するものとします。ただし、In-App Purchase 
APIを使用してデベロッパが販売したコンテンツまたはサービスのホスティングおよび配信については、カスタムアプリケーション自体
に含まれるコンテンツ（すなわち、App内課金が単に解放されているコンテンツ）またはプログラム契約の第3.3条に基づきAppleが
ホスティングするコンテンツを除き、デベロッパが責任を負担するものとします。すべてのカスタムアプリケーションは、App Store 
Connectツールに定められ、Appleにより随時アップデートされることがある価格表から、デベロッパの自由裁量により、1つの価格帯
に設定される、デベロッパが指定した価格で、Appleがデベロッパを代理してカスタムAppの配信の顧客のエンドユーザーに販売する
ものとします。デベロッパは、App Store Connectツールに定められた価格表に従って、あらゆるカスタムアプリケーションの価格帯
を、デベロッパの裁量で、いつでも変更することができます。Appleは、デベロッパの代理人またはコミッショナーとして、本別紙3に基づ
いてエンドユーザーが入手したカスタムアプリケーションについて、カスタムAppの配信の顧客が支払うべきすべての価格を徴収する責
任を単独で負います。  
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3.2 エンドユーザーへのカスタムアプリケーションの販売または配布が、適用法令に基づいて売上税、使用税、物品サービス税、付
加価値税、通信事業税、その他の類似する税金または賦課金の対象となる場合、エンドユーザーへのカスタムアプリケーションの販売に
関する当該税金の徴収および納付の責任は、App Store Connectサイト経由で随時アップデートされる、本別紙3に対する添付書類
Bに従って決定されるものとします。デベロッパは、App Store Connectサイトを通じて随時アップデートされる可能性がある、カスタ
ムアプリケーションに関する税金を分類するために正確な情報を選択および維持することに、単独で責任を負うものとします。これらの
税分類は、カスタムアプリケーションの販売および配布に適用されます。デベロッパがカスタムアプリケーションの税分類に関して行っ
た調整は、Appleが合理的な期間内に調整を処理した後、その後のカスタムアプリケーションの販売に対して適用されます。デベロッパ
がカスタムアプリケーションの税分類に関して行った調整は、Appleが調整を処理する前に発生したカスタムアプリケーションの販売に
対しては適用されません。  
  
デベロッパによるカスタムアプリケーションの税分類がいずれかの税務当局によって不正確であるとみなされた場合、デベロッパは、か
かる税の処理および結果について単独で責任を負うものとします。Appleが、合理的な裁量で、デベロッパによるカスタムアプリケーシ
ョンの税分類を不正確であると判断した場合、Appleは、デベロッパが当該税分類を修正するまで、デベロッパに支払うべき金額を信
託金額として保持する権利を留保します。デベロッパが税分類を修正した後、Appleは、分類の不正確さに起因する罰金および利息を
差し引き、Appleがデベロッパのために信託保持している残りの金額を、本別紙3の規定に従い、利息なしでデベロッパに送金します。
デベロッパは、売上税、使用税、物品サービス税、付加価値税、通信事業税、その他の税金または賦課金、ならびにそれらに関する罰金ま
たは利息の過少納付または過剰納付に対するあらゆる税務当局からの一切の請求について、Appleを補償し、損害を被らせないもの
とします。  
  
3.3 当事者各自の税務上の遵守義務を励行するために、Appleは、特に (i) デベロッパの居住地域、および (ii) カスタムアプリケ
ーションの販売およびかかるアプリケーションにアクセスできるようにすることをAppleに対して希望する地域としてデベロッパが指定
した地域に応じて、デベロッパが本別紙3に対する添付書類CまたはApp Store Connectに列挙する要件を遵守することを求めま
す。本別紙3に対する添付書類Cで求められている税務文書をデベロッパがAppleに提供する前に、Appleがデベロッパのカスタムア
プリケーションの購入価格に対応する金額を徴収した場合、Appleは、その金額をデベロッパに送金せず、求められている税務文書を
デベロッパがAppleに提供するときまで、デベロッパのためにその金額を保持する判断を下すことができるものとします。Appleは、本
第3.3条に基づき本別紙3の定めに従って、求められているすべての税務文書をデベロッパから受け取った時点で、Appleがデベロッ
パのために保持していたすべての金額を利息なしでデベロッパに送金するものとします。  
  
3.4 Appleは、本別紙3に基づくデベロッパの代理人またはコミッショナーとしてのAppleのサービスに対する対価として、以下の
手数料を受け取る権利を有するものとします。  
  
Appleは、カスタムAppの配信の顧客へのカスタムアプリケーションの販売について、各カスタムAppの配信の顧客が支払うべきすべ
ての価格の30%に相当する手数料を受け取る権利を有するものとします。サブスクリプショングループ（以下に定義）内の有料サブスク
リプションサービスの利用が1年間を超えた顧客によって行われた自動更新サブスクリプション購入についてのみ、Appleは、保持猶予
期間または更改延長期間にかかわらず、以降の更新ごとに各エンドユーザーが支払うべきすべての価格の15%に相当する手数料を受
け取る権利を有するものとします。保持猶予期間とは、顧客のサブスクリプションが（たとえば、解約または不払いなどの理由により）終
了してから同じサブスクリプショングループ内の新しいサブスクリプションが開始されるまでの期間を指します。ただし、この期間は60
日間を超えないものとし、変更されることがあります。更改延長期間とは、顧客のサブスクリプションの更改日を、追加の費用なく延長
する期間を指します。本第3.4条に基づきAppleが受け取る権利を有している手数料の決定において、カスタムAppの配信の顧客が
支払うべき価格は、本別紙3の第3.2条に定める、徴収されるあらゆる税金を差し引いた後の価格とします。  
  
本別紙3の第3.2条に別途定められている場合を除き、Appleは、本別紙3の第3.4条に定められている手数料を、カスタムアプリケー
ションの配布または使用に関連するあらゆる税金またはその他の類似するデベロッパ、Apple、もしくはカスタムAppの配信の顧客の
義務を含む、あらゆる税金またはその他の政府の賦課金分の減額なしに受け取る権利を有するものとします。Appleが開発したライセ
ンスアプリケーションまたはカスタムアプリケーションの販売について、Appleは手数料を受け取る権利を有しません。  
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3.5 Appleは、本書に基づきカスタムAppの配信の顧客が指定するエンドユーザーに配布されるカスタムアプリケーションの価
格として、カスタムAppの配信の顧客から金額を徴収するときに、当該カスタムアプリケーションに関するAppleの手数料全額と本別
紙の第3.2条および第3.4条に基づきAppleが徴収するあらゆる税金を差し引いて、Appleの標準的な商慣行に従って当該価格の
残額についてデベロッパに送金する、または場合によってはデベロッパ宛てのクレジットを発行するものとします。こうした商慣行に
は、(i) 銀行振込でのみ送金支払いを行うこと、(ii) 送金支払いが最低月間送金限度額の対象となること、(iii) デベロッパがApp 
Store Connectサイトで送金に関連する特定の情報を提供する必要があること、および、(iv) 前述の要件に従うことを条件として、
対応する金額をAppleがエンドユーザーから受け取った月の末日から45日以内に送金支払いが行われることが含まれます。Apple
は、当該月に販売されたカスタムアプリケーションおよびAppleからデベロッパに送金される合計金額をデベロッパが特定できるよ
うに、詳細な売上報告を各月の末日から45日以内にApp Store Connectサイトでデベロッパが確認できるようにするものとしま
す。デベロッパは、本書により、カスタムAppの配信の顧客へのコンテンツコードの提供について、Appleが当該カスタムアプリケーシ
ョンの価格を当該カスタムAppの配信の顧客から徴収できない場合でも、Appleが本第3.5条に従って手数料を受け取る権利を有す
ることを認め、これに同意するものとします。AppleがカスタムAppの配信の顧客から受け取ったカスタムアプリケーションの購入価
格の通貨がAppleとデベロッパとの間で合意した送金通貨以外である場合、当該ライセンスアプリケーションの購入価格は、本別紙3
の第3.1条に従って、App Store Connectツールに反映されており随時アップデートされることがある、その配布期間について固定
の為替レートで送金通貨に変換され、Appleがデベロッパに送金する金額が決定されるものとします。Appleは、App Store 
Connectにおいて、デベロッパが送金受取先として指定している銀行口座の主要通貨（以下、「指定通貨」といいます）を指定できる
ようにする手段を提供することがあります。Appleは、デベロッパに送金する前に、Appleの提携銀行に送金通貨が指定通貨以外で
あるすべての送金を指定通貨に変換させることができるものとします。デベロッパは、その結果生じる為替差額またはAppleの提携
銀行により請求される手数料が、当該送金から差し引かれることがあることに同意するものとします。デベロッパは、デベロッパの提
携銀行またはデベロッパの提携銀行とAppleの提携銀行を仲介する銀行から請求される手数料（たとえば、銀行振込手数料）をすべ
て支払う責任を継続的に負うものとします。  
  
3.6 Appleの手数料またはカスタムAppの配信の顧客が支払うべきカスタムアプリケーションの価格が、(i) 源泉徴収もしくは類
似する税金、(ii) 本別紙の第3.2条に基づきAppleが徴収していない売上税、使用税、物品サービス税、付加価値税、通信事業税、もしく
はその他の税金もしくは賦課金、または、(iii) その他のあらゆる性質の税金もしくは政府の賦課金の対象となる場合、こうした税金もし
くは賦課金は全額、デベロッパのアカウントのみに対するものであり、本別紙3に基づきAppleが受け取る権利を有している手数料が
これにより減額されることはないものとします。  
  
3.7 Appleからのデベロッパに対する送金が源泉徴収または類似する税金の対象となる場合、こうした源泉徴収または類似する
税金は全額、デベロッパのアカウントのみに対するものであり、当該取引においてAppleが受け取る権利を有している手数料は減額さ
れないものとします。Appleは、こうした税金を支払う義務があると合理的に判断した場合、その源泉徴収または類似する税金の全額
をデベロッパへの未払い金の総額から差し引き、源泉徴収した金額を所轄の税務当局に全額納付するものとします。Appleは、適用さ
れる租税条約で源泉徴収税の軽減税率が定められている場合、その軽減税率を適用します。ただし、デベロッパが当該租税条約で求め
られている、またはその他Appleが満足できる、デベロッパが源泉徴収税のかかる軽減税率の恩恵を受ける権利を有していることを立
証するために十分な文書をAppleに提供している場合に限ります。Appleが合理的に指定する手段を使用して、デベロッパからApple
に対し適時に書面による要求があった場合、Appleは、Appleがデベロッパを代理して所轄の税務当局に納付した源泉徴収または類
似する税金の金額をデベロッパに報告するために商業上現実的な努力を払うものとします。デベロッパは、こうした源泉徴収または類
似する税金、ならびに罰金またはその利息の過少納付（源泉徴収税の軽減税率の恩恵を受けるためのデベロッパの権利の取得または
喪失に関する、デベロッパによる誤った請求または表明に起因する過少納付を含みますが、これに限定されません）に対する所轄の税
務当局からのあらゆる請求について、Appleを補償し、損害を被らせないものとします。  
  
3.8 デベロッパは、一部の地域において、本別紙3の条件に従って、In-App Purchase APIを使用して自動更新サブスクリプショ
ンを提供することができます。ただし、以下の条件を満たしている場合に限ります。  
  
(a) 自動更新機能は、デベロッパがApp Store Connectツールで選択する価格で、1週間ごと、1か月ごと、2か月ごと、3か月ご
と、半年ごと、または1年ごとの設定である必要があります。ただし、デベロッパは複数のオプションを提供することができます。  
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(b) デベロッパは、デベロッパの自動更新サブスクリプションに関する以下の情報を、明確かつ目立つ形でユーザーに開示するも
のとします。  
  

• 自動更新サブスクリプションのタイトル（アプリケーション内の製品名と同じである場合があります）  
• サブスクリプションの期間  
• サブスクリプションの価格および単価（該当する場合）  
  
デベロッパのライセンスアプリケーション内またはカスタムアプリケーション内からデベロッパのプライバシーポリシーおよび利
用規約へのリンクにアクセスできる必要があります。  

  
(c) デベロッパは、販売されるサブスクリプション期間全体（デベロッパが承認した請求の猶予期間を含みます）にわたって提供
を実施する必要があります。デベロッパは、本別紙3の本第3.8条(c)項に違反した場合、本書により、Appleに対し、当該サブスクリプ
ションに対してエンドユーザーが支払った価格の全額または一部を、Appleの自由裁量により、エンドユーザーに返金することを許可
し、指示するものとします。請求の猶予期間とは、請求の誤りが解消されていないユーザーに対してデベロッパが有料サービスを無料で
提供することに同意している期間を指します。Appleがそうした価格をエンドユーザーに返金した場合、デベロッパは、当該サブスクリ
プションの価格に等しい金額をAppleに払い戻すか、それに対するクレジットをAppleに付与するものとします。デベロッパは、本規定
に繰り返し違反した場合、Appleが本別紙3の第7.3条に基づくAppleの権利を行使できることを認めるものとします。  
  
3.9 デベロッパは、既存のサブスクリプションアイテムの価格を変更する場合、App Store Connectツールでその意思を示すこ
とで、デベロッパの既存の顧客について現在の価格を保持することを選択できます。エンドユーザーの同意が必要となる地域に所在す
る既存のサブスクリプション利用者に対してデベロッパが価格を引き上げた場合、そうしたサブスクリプション利用者には新しい価格の
確認および同意が求められ、同意がない場合は自動更新機能が無効になります。  
  
3.10 デベロッパは、デベロッパのカスタムアプリケーションの内外で自動更新サブスクリプションのプロモーションおよび販売をす
る場合、あらゆる法規制上の要求を遵守しなければなりません。  
  
3.11 カスタムアプリケーション内で購入されるサブスクリプションサービスは、App内課金を使用する必要があります。当該サービ
スの料金は、カスタムAppの配信の顧客アカウントではなく、エンドユーザーのiTunesアカウントに請求されます。  
  
In-App Purchase APIを使用することに加えて、カスタムアプリケーションは、カスタムアプリケーション外で（たとえば、デベロッパ
のWebサイトを通じて）提供されるコンテンツ（雑誌、新聞、書籍、音声、音楽、ビデオ）を読み込みまたは実行することができます。ただ
し、デベロッパは、カスタムアプリケーション内で、当該コンテンツに関する外部のオファーのリンクを貼ったり、プロモーションをしたり
しないものとします。デベロッパは、カスタムアプリケーション外で取得したコンテンツへのアクセスの認証について責任を負うものと
します。  
  
3.12 デベロッパのカスタムアプリケーションが定期刊行のコンテンツベースのもの（たとえば、雑誌や新聞など）である場合、
Appleは、それらがIn-App Purchase APIを通じて自動更新サブスクリプションを購入する際、デベロッパに対し、エンドユーザーの
アカウントに関する氏名、電子メールアドレスおよび郵便番号を提供する場合があります。ただし、当該ユーザーが、デベロッパへのデー
タの提供に同意すること、ならびに、デベロッパが、当該データをデベロッパ自身の製品のプロモーションにのみ使用し、かつ、デベロッ
パのカスタムアプリケーション内で容易に閲読可能でなければならず、または、同意されたデベロッパの公に掲載されているプライバシ
ーポリシーを厳守することを条件とします。ユーザーがこれらの情報を送信することに同意している場合、デベロッパはサブスクリプショ
ンの延長を促す無料のインセンティブを提供することができます。  
  
4．  所有権およびエンドユーザーへの使用許諾  
  
4.1 本契約の当事者は、Appleがカスタムアプリケーション、その情報に対する所有権および権原を取得しないことを確認し、同
意するものとし、カスタムアプリケーションに関する所有権、損失リスク、責任および管理権はすべて、常に、デベロッパに存するものとし
ます。Appleは、カスタムアプリケーションおよびライセンスアプリケーション情報を、目的または方法の如何を問わず、一切使用しては
ならないものとします。ただし、本別紙3で特に許可した場合はこの限りでないものとします。  
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4.2   デベロッパは、本別紙3の2.1条に基づきカスタムアプリケーションをAppleに配信する際に、当該カスタムアプリケーション
に対するデベロッパ自身のエンドユーザー使用許諾契約をAppleに対して提出できるものとします。ただし、デベロッパのエンドユーザ
ー使用許諾契約には、本別紙3の添付書類Dに定める最低条件を盛り込むこととし、この最低条件との齟齬があってはならないものと
します。また、デベロッパのエンドユーザー使用許諾契約は、米国のすべての適用法令を遵守しなければならないものとします。Apple
は、Appleが当該カスタムアプリケーションへのアクセスを許可している各エンドユーザーに対し、Appleが当該カスタムアプリケーショ
ンを当該エンドユーザーに送信する際に、デベロッパのエンドユーザー使用許諾契約（存在する場合）を確認することができるようにする
ものとします。また、Appleは、各エンドユーザーに対し、当該カスタムアプリケーションの使用は、デベロッパのエンドユーザー使用許諾
契約（存在する場合）で定める条件の適用を受ける旨を通知するものとします。デベロッパがカスタムアプリケーションに関するデベロッ
パ自身のエンドユーザー使用許諾契約をAppleに提出しない場合、デベロッパは、各エンドユーザーによる当該カスタムアプリケーショ
ンの利用について、Appleの標準エンドユーザー使用許諾契約（App Storeサービス規約に含まれます）が適用されることを認め、これ
に同意するものとします。  
  
4.3 デベロッパは、各カスタムアプリケーションに対するエンドユーザー使用許諾契約は、デベロッパとエンドユーザーの間のみの
契約であることを認めるものとし、かつ、エンドユーザーは、適用される法令を遵守しなければならないものとします。Appleは、いかな
るエンドユーザー使用許諾契約に対しても一切の責任がないものとし、デベロッパもしくはエンドユーザーが、いかなるエンドユーザー
使用許諾契約に違反、またはエンドユーザー使用許諾契約の条項に違反しても、Appleに一切責任は生じないものとします。  
  
5.  コンテンツの制約およびソフトウェアのレーティング  
  
5.1 デベロッパは、以下のすべての事項に相違がないことを表明および保証するものとします。(a) デベロッパは、本契約を締結
する権利を有すること、および、各カスタムアプリケーションを複製し配布する権利、ならびにエンドユーザーが、カスタムAppの配信サ
イトを介して各カスタムアプリケーションをダウンロードすることをAppleが許可する権限をAppleに与えること。(b) カスタムアプリケ
ーション、またはAppleもしくはエンドユーザーによる当該カスタムアプリケーションの許可された使用は、いかなる個人、組織、法人、そ
の他の団体の特許権、著作権、商標権、営業秘密、知的財産権あるいは契約上の権利を一切侵害しないこと、および、デベロッパは、単
独または複数の第三者のために、カスタムアプリケーションをAppleに提出しないこと。(c) カスタムアプリケーションは、すべて、デベロ
ッパが本別紙3第2.1条で指定された地域それぞれで流通、販売、利用すること、当該指定地域へ輸出あるいは輸入することが当該地
域の法規制およびその他の適用のあるあらゆる輸出入規制を遵守していること。(d) カスタムアプリケーションはいずれも、猥褻や、公
序良俗に反するようなもの、あるいは、デベロッパが本別紙3の第2.1条で指定した地域の法令規則で禁止あるいは制限されているよ
うなものは一切含んでいないこと。(e) カスタムアプリケーションに関する情報など、App Store Connectのツールを使用してデベロ
ッパが提供するあらゆる情報は、正確であること、また万一かかる情報が正確性を欠くようになった場合には、デベロッパがApp Store 
Connectツールを使用して直ちに正確なものとなるよう更新すること、ならびに、(f) デベロッパのカスタムアプリケーションのコンテン
ツまたはApp Storeでのデベロッパによる知的財産の使用をめぐる争議が発生した場合、デベロッパは、当該の争議を提起する当事
者とのデベロッパの連絡先情報の共有をAppleに認めること、および、非排他的に、かつ、当事者の法的権利の放棄を伴わずに、
Appleのアプリケーション争議に関するプロセスに従うことに同意すること。  
  
5.2 デベロッパは、App Store Connectに定めるソフトウェアレーティングツールを用いて、デベロッパが納品したライセンスア
プリケーションそれぞれの、AppleによるカスタムAppの配信サイトを介して本別紙3に基づき実施するマーケティングおよびApple
の義務履行に関する情報を提供し、カスタムアプリケーションそれぞれに対してレーティングを行うものとします。各カスタムアプリケー
ションに対して評価を行うため、デベロッパは、ソフトウェアレーティングツールを利用して、当該カスタムアプリケーションのコンテンツ
に関して正確かつ包括的な情報を提供するべく最善の努力をなすものとします。デベロッパは、Appleが本契約でデベロッパが指定す
る国でエンドユーザーがライセンスアプリケーションをダウンロードすることができるようにするため、次の(i)および(ii)を信頼している
ことを認め、これに同意するものとします。(i) デベロッパは、各カスタムアプリケーションについて必要な情報の正確かつ完全な提供を
誠実に行ったこと、ならびに、(ii) かかるカスタムアプリケーションを以下に指定する各地域でエンドユーザーがダウンロードできるよう
にすることに対して、本別紙第5.1条に示す事実関係の表明および保証を行ったこと。なお、デベロッパは、Appleに対し、不正確なレー
ティングが付与されたデベロッパのあらゆるカスタムアプリケーションのレーティングを訂正する権限を与えるものとします。そして、デ
ベロッパは、かかる訂正されたレーティングに同意するものとします。  
  
5.3 本契約でデベロッパが指定する地域が、当該カスタムアプリケーションの配布、販売、または利用の条件として、政府または業
界取締当局による承認またはレーティングを要求した場合、デベロッパは、当該地域において、カスタムAppの配信の顧客が、カスタム
Appの配信サイトから当該カスタムアプリケーションを購入、またはエンドユーザーがダウンロードすることを拒否することをAppleが
選択できることに異議を述べないものとします。  
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5.4 子どもを対象としている、またはその他の方法で子どもを引きつける可能性が高いカスタムアプリケーション、および購入す
るように子どもに働き掛けたり（「今すぐ購入」または「今すぐアップグレード」などの語句を含みますが、これらに限定されません）、子ど
ものために購入するよう他者に促したりするカスタムアプリケーションは、かかるマーケティング活動が違法とされている地域において
提供してはならないものとします。デベロッパは、本別紙3の第5.1条(c)項に従って、デベロッパのカスタムアプリケーションが適用法令
（消費者保護、マーケティングおよびゲームに関する法律を含みますが、これらに限定されません）を遵守していることについて全責任
を負うことに明示的に同意するものとします。欧州連合の加盟地域における法的要件の詳細は、
http://ec.europa.eu/justice/consumer-marketing/unfairtrade/index_en.htmをご確認ください。  
  
6.  義務および責任  
  
6.1 Appleは、エンドユーザーによるカスタムアプリケーションのインストールまたは使用に関して、一切責任を負わないものとし
ます。すなわち、デベロッパは、各カスタムアプリケーションについて、その製品保証、エンドユーザーの支援、および製品サポートすべて
について、全責任を負うものとします。  
  
6.2 デベロッパは、(i) エンドユーザー使用許諾契約または適用法令に基づく保証違反、(ii) 製造物責任に関する請求、(iii) カスタ
ムアプリケーションのいずれか、またはエンドユーザーによるカスタムアプリケーションの保有もしくは使用が、第三者の著作権またはそ
の他の知的財産権を侵害するなど、カスタムアプリケーションまたはエンドユーザーによるカスタムアプリケーションの使用またはその
両者に起因もしくは関連する請求、訴訟、債務、損失、損害、費用、支出について全責任を負うものとし、Appleは一切責任を負わないも
のとします。  
  
6.3 Appleが、エンドユーザーから、(i) エンドユーザーがカスタムアプリケーションをダウンロードした日から90日以内、もしくは
第3.8条に従って提供される自動更新サブスクリプション期間が終了してから90日以内（かかる自動更新サブスクリプション期間が90
日未満である場合）に、エンドユーザーが当該カスタムアプリケーションの使用許諾の解約を希望している旨、または、(ii) カスタムアプ
リケーションが、デベロッパの仕様、デベロッパの製品保証、もしくは適用法令の要件に準拠していない旨の通知もしくは請求を受け取
った場合、Appleは、当該カスタムアプリケーションに対してカスタムAppの配信の顧客またはエンドユーザーが支払った価格の全額を
（場合に応じて）カスタムAppの配信の顧客またはエンドユーザーに返金することができるものとします。Appleがかかる価格をエンド
ユーザーに返金した場合、デベロッパは、当該カスタムアプリケーションの価格に等しい金額をAppleに払い戻すか、その金額分のクレ
ジットをAppleに付与するものとします。エンドユーザーがカスタムアプリケーションに対する返金を受け取った旨の通知または請求を
Appleがペイメントプロバイダから受け取った場合、デベロッパは、当該カスタムアプリケーションの価格に等しい金額をAppleに払い
戻すか、その金額分のクレジットをAppleに付与するものとします。 
  
7.  終了  
  
7.1 本別紙3およびAppleの本別紙に基づくすべての義務は、本契約の期間満了または解除と同時にすべて終了するものとしま
す。かかるいずれかの終了にかかわらず、Appleは、(i) 終了日より前（本別紙の第1.4条に定めるフェーズアウト期間を含みます）にカ
スタムAppの配信の顧客に提供された、カスタムアプリケーションのコピーと引き換え可能なすべてのコンテンツコードに対するすべて
の手数料、および、(ii) 終了日の前後を問わず、本別紙3の第6.3条に従って、AppleがカスタムAppの配信の顧客またはエンドユーザ
ーに支払った返金に対する払い戻しを、デベロッパから受け取る権利を有するものとします。本契約が終了した場合、Appleは、カスタ
ムApp配信の顧客またはエンドユーザーへの返金を算出し、それと相殺するために、 Appleが合理的であると判断する期間、デベロッ
パに対するすべての支払いを保留することができます。デベロッパまたはその関連するデベロッパが、疑わしい、誤解を招く、詐欺的な、
不適切な、非合法の、または不誠実な行為または不作為に関与した場合、またはほかのデベロッパを関与させるようにした、奨励した、
参加したとAppleが判断した、または疑いを持って場合、Appleは、デベロッパまたはかかるほかのデベロッパに対する支払いを保留
する場合があります。 
  
7.2 デベロッパがカスタムアプリケーションを配布する法的権利を喪失した場合、または、本別紙3に基づきAppleに対してエン
ドユーザーが当該カスタムアプリケーションにアクセスすることを許可する権限を与える法的権利を喪失した場合、デベロッパは、すみ
やかにAppleに通知し、かつ、App Store Connectツールに設けたツールを用いて、カスタムAppの配信サイトより当該カスタムアプ
リケーションを削除するものとします。ただし、デベロッパが本第7.2条に基づいてかかる削除を行った場合であっても、本別紙3に基づ
くデベロッパのAppleに対する義務、またはAppleもしくはエンドユーザーに対するカスタムアプリケーションに関するいかなる責任も
免責されるものではありません。  
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7.3 Appleは、いつでも、理由の如何にかかわらず、デベロッパに対して解除通知をすることにより、エンドユーザーによるカスタ
ムアプリケーションの販売、提供、ならびにカスタムAppの配信の顧客による購入およびエンドユーザーによるダウンロードの許可を中
止する権利を留保します。本第7.3条の一般性を制限することなく、デベロッパは、Appleが、(i) デベロッパは、添付書類Aに列挙する1
つまたは複数の地域に、当該カスタムアプリケーションを輸出することにつき、輸出管理令またはその他の法令に基づき許可されてお
らず、(ii) 当該カスタムアプリケーション、またはエンドユーザーがカスタムアプリケーションを所有もしくは使用することが、第三者の特
許権、著作権、商標権、営業秘密、その他の知的財産権を侵害し、(iii) 当該カスタムアプリケーションの配布、販売、または使用が、本別
紙3の第2.1条に基づき、デベロッパが指定する1つか複数の地域の適用法令に違反し、(iv) デベロッパが、本契約、本別紙3、または、
App Store Reviewガイドラインを含みますがこれらに限定されない、その他のドキュメントの条件に違反した、または、(v) デベロッ
パのライセンスアプリケーションが本別紙3の第5.4条に違反した（規制当局から違反の疑いについて通知された場合を含みますが、こ
れに限定されません）、または (vi) デベロッパ、デベロッパの代理人、またはデベロッパ企業が、Appleが事業を展開するいずれかの地
域における制裁措置の対象になっている、と合理的に判断する場合、Appleの自由裁量により、カスタムアプリケーションの一部または
全部の販売およびエンドユーザーによるダウンロードの許可を中止し、またはその他の暫定的措置を講じることがあることについて、認
めるものとします。Appleが、本第7.3条に基づいて、カスタムアプリケーションの販売およびダウンロードの許可を中止する選択を行っ
た場合であっても、本別紙3に基づくデベロッパの義務は免責されないものとします。  
  
7.4 デベロッパは、App Store Connectサイトのツールを用いて理由の如何によらず、随時、カスタムアプリケーションの全部ま
たは一部をカスタムAppの配信サイトから削除することができるものとします。ただし、デベロッパのエンドユーザーに関して、デベロッ
パは、本条をもって、Appleに対し、本別紙3の第5.1条および7.2条に基づきデベロッパが別段の意思表示をしない限り、エンドユーザ
ーによる未利用のコンテンツコードの利用要求に応えること、また、本契約の解除または期間満了後も有効に存続する本別紙3の第1.2
条(b)項、同(c)項および同(d)項を履行することを許可および指示するものとします。  
  
8.  法的影響  
  
本別紙3に基づくデベロッパとAppleの関係は、デベロッパに対して、重要な法的影響、または、税務上の影響をもたらすことがありま
す。デベロッパは、本契約に基づくデベロッパの法的義務および納税義務について、デベロッパの顧問弁護士および顧問税理士と協議
することに責任を負うことを認め、これに同意するものとします。  
  


